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総合評価 

実栽培での評価には至らなかったが、得られた栽培条件下での収量目標達成の試算

を実現し、目標は概ね達成したと判断できる。既存の機械学習とは異なるアプローチ

による革新的な AI 技術を用いた取り組みとして、社会実装に向けて更なる技術的検

証を進めることが重要である。AI と農業という異分野間の取り組みとなるため、今後

の実証実験にあたり、適切な体制構築が必要となる。 
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